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【要約】 

 日本の伝統産業が衰退している中、見せる動画コンテンツによって伝統工芸品の印象の

差を分析し、プロモーション活動に役立てることを目的とする。伝統工芸品に対しての感性

因子は「華やかさ」「実用性」「あたたか さ」「技巧的」「品のよさ」「斬新さと伝統」と解釈

し、この感性因子が動画コンテンツにより同印象が変化するのか検証する。動画のコンテン

ツは、「制作過程の動画」と「新商品の動画」の 2 つに分けて印象の違いについて評価実験

を行った結果、6 つの伝統工芸品の内 5 つがこだわりを感じ、3 つが技巧的であると制作過

程で主効果がみられる。制作過程では職人の技やこだわりの印象を高めることができる。新

商品の動画に関しては、新商品によって結果が左右されているということが分かる。新商品

がおしゃれで実用的な製品だと効果が高くなる。 

 

【感想】 

 まず、伝統工芸品の印象は「華やかさ」「実用性」「あたたか さ」「技巧的」「品のよさ」

「斬新さと伝統」の６つがあるということが分かった。伝統芸能班に入って、これからした

いことの一つにプロモーションビデオの制作をあげた。「制作過程の動画」と「新商品の動

画」の 2 つの動画により、消費者の感性因子が変化する。制作過程の動画の方は職人の技や

こだわりが伝わりやすいが、新商品の動画は、ターゲットの対象によって効果的に働かない

なと思った。伝統工芸品に少しでも興味を持つ人が増やすきっかけとして、これら 2 つの

動画をうまく組み合せ動画制作をしたいなと思う。 


